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(57)【要約】
【課題】室内温度や室内湿度が高い状態であっても、ユ
ーザがコントローラに対して運転開始操作を行わない場
合、空気調和機の運転が開始されないため、ユーザが熱
中症等になることがある。
【解決手段】空気調和機は、運転停止時において室内温
度や室内湿度が高温ゾーンにある場合に冷房運転を自動
的に開始する強制運転モードと、運転停止時において室
内温度や室内湿度が高温ゾーンにある場合に運転開始を
促す報知が自動的に行われるお知らせモードと、空調空
間にいる人が検知されない状態で空気調和機の運転が所
定時間継続された場合に不在情報を端末装置に供給する
不在お知らせモードを有しており、強制運転モードおよ
びお知らせモードでの運転と不在お知らせモードでの運
転とは同時に行われない。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室内温度を検出する温度検出手段と、
　室内湿度を検出する湿度検出手段と、
　空調空間にいる人を検知する人検知手段とを備え、
　端末装置から供給される運転変更命令に基づいて運転状態が変更され得るものであって
、
　運転停止時において、前記温度検知手段で検出された室内温度及び／又は前記湿度検知
手段で検出された室内湿度が所定範囲内である場合に、室内温度及び室内湿度の少なくと
も一方を低下させる強制運転が自動的に開始される強制運転モード、
　および、
　運転停止時において、前記温度検知手段で検出された室内温度及び／又は前記湿度検知
手段で検出された室内湿度が所定範囲内である場合に、運転開始を促す報知が自動的に行
われるお知らせモード、の少なくとも一方の運転モードと、
　前記人検知手段によって空調空間にいる人が検知されない状態で、かつ、空気調和機の
運転が所定時間継続された場合に、空調空間に人がいないことを示す不在情報を端末装置
に供給する不在お知らせモードとを有しており、
　強制運転モードおよびお知らせモードの少なくとも一方のモードでの運転と、不在お知
らせモードでの運転とは同時に行われないことを特徴とする空気調和機。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冷房運転等を行う空気調和機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　空気調和機は、冷房運転や暖房運転等を行うものが一般的であって、ユーザがコントロ
ーラに対して冷房運転等を選択して運転開始操作を行った場合に、冷房運転等の運転が開
始される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－１６８３７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、室内温度や室内湿度が高い状態であっても、ユーザがコントローラに対し
て運転開始操作を行わない場合、空気調和機の運転が開始されない。そのため、ユーザが
熱中症等になることがある。
【０００５】
　そこで、本発明は、運転停止時において、室内温度及び室内湿度が高い状態であること
を示す情報をユーザの端末装置に供給する空気調和機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の発明に係る空気調和機は、室内温度を検出する温度検出手段と、室内湿度を検出
する湿度検出手段と、空調空間にいる人を検知する人検知手段とを備え、端末装置から供
給される運転変更命令に基づいて運転状態が変更され得るものであって、運転停止時にお
いて、前記温度検知手段で検出された室内温度及び／又は前記湿度検知手段で検出された
室内湿度が所定範囲内である場合に、室内温度及び室内湿度の少なくとも一方を低下させ
る強制運転が自動的に開始される強制運転モード、および、運転停止時において、前記温
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度検知手段で検出された室内温度及び／又は前記湿度検知手段で検出された室内湿度が所
定範囲内である場合に、運転開始を促す報知が自動的に行われるお知らせモード、の少な
くとも一方の運転モードと、前記人検知手段によって空調空間にいる人が検知されない状
態で、かつ、空気調和機の運転が所定時間継続された場合に、空調空間に人がいないこと
を示す不在情報を端末装置に供給する不在お知らせモードとを有しており、強制運転モー
ドおよびお知らせモードの少なくとも一方のモードでの運転と、不在お知らせモードでの
運転とは同時に行われないことを特徴とする。
【０００７】
　この空気調和機では、室内が室内温度及び／又は室内湿度を低下させる必要のある状態
になって、強制運転モードにおいて強制運転が自動的に開始された場合や、お知らせモー
ドにおいて運転開始を促す報知が自動的に開始された場合に、空調空間情報（室内が室内
温度及び／又は室内湿度を低下させる必要のある状態であること）が端末装置に供給され
るので、ユーザは、強制運転が自動的に開始されたことを知ることができるとともに、端
末装置から空気調和機に運転変更命令を供給して空気調和機の運転を開始できる。
【０００８】
　したがって、室内温度及び／又は室内湿度が高い状態で長時間継続されるのを抑制でき
るので、ユーザが熱中症等になることを防止できる。
【０００９】
　また、この空気調和機では、強制運転モードやお知らせモードでの運転と不在お知らせ
モードでの運転とは同時に行われないので、強制運転モードやお知らせモードでの運転が
行われているときに、不在情報が端末装置に供給されて、端末装置の操作によって空気調
和機の運転が停止されるのを防止できる。　
【００１０】
　また、人検知手段が空調空間にいる人の動作に基づいて検知する人を検知するものであ
る場合に、人が空調空間にいるにもかかわらず、人の動作がないことによって不在検知さ
れた場合に、端末装置の操作によって空気調和機の運転が停止されるのを防止できる。
【００１１】
　ここで、本発明には、室内温度及び室内湿度に基づいて強制運転が開始される場合と、
室内温度に基づいて強制運転が開始される場合と、室内湿度に基づいて強制運転が開始さ
れる場合を含む。また、本発明の強制運転には、室内温度及び室内湿度を低下させる運転
と、室内湿度を低下させる運転と、室内温度を低下させる運転とを含む。
【００１２】
　また、本発明には、室内温度及び室内湿度に基づいて運転開始を促す報知が行われる場
合と、室内温度に基づいて運転開始を促す報知が行われる場合と、室内湿度に基づいて運
転開始を促す報知が行われる場合を含む。
【発明の効果】
【００１３】
　以上の説明に述べたように、本発明によれば、以下の効果が得られる。
【００１４】
　第１の発明では、室内が室内温度及び／又は室内湿度を低下させる必要のある状態にな
って、強制運転モードにおいて強制運転が自動的に開始された場合や、お知らせモードに
おいて運転開始を促す報知が自動的に開始された場合に、空調空間情報（室内が室内温度
及び／又は室内湿度を低下させる必要のある状態であること）が端末装置に供給されるの
で、ユーザは、強制運転が自動的に開始されたことを知ることができるとともに、端末装
置から空気調和機に運転変更命令を供給して空気調和機の運転を開始できる。
【００１５】
　したがって、室内温度及び／又は室内湿度が高い状態で長時間継続されるのを抑制でき
るので、ユーザが熱中症等になることを防止できる。
【００１６】
　また、第１の発明では、強制運転モードやお知らせモードでの運転と不在お知らせモー
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ドでの運転とは同時に行われないので、強制運転モードやお知らせモードでの運転が行わ
れているときに、不在情報が端末装置に供給されて、端末装置の操作によって空気調和機
の運転が停止されるのを防止できる。　
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施形態に係る空気調和機の冷媒回路を示す回路図である。
【図２】本発明の実施形態に係る空気調和機の制御部を説明する図である。
【図３】本発明の実施形態の強制運転モードにおける判定図（室内湿度と室内温度との関
係を示す図）である。
【図４】強制運転モードで運転される場合の制御を説明する図である。
【図５】お知らせモードで運転される場合の制御を説明する図である。
【図６】不在お知らせモードで運転される場合の制御を説明する図である。
【図７】変形例の強制運転モードにおける判定図（室内湿度と室内温度との関係を示す図
）である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態に係る空気調和機１について説明する。
【００１９】
＜空気調和機１の全体構成＞
　図１に示すように、本実施形態の空気調和機１は、室内に設置される室内機２と、室外
に設置される室外機３とを備えている。そして、空気調和機１は、圧縮機１０と、四方弁
１１、室外熱交換器１２と、膨張弁（減圧機構）１３と、室内熱交換器１４とを接続した
冷媒回路を備えている。冷媒回路において、圧縮機１０の吐出口に四方弁１１を介して室
外熱交換器１２が接続され、その室外熱交換器１２に膨張弁１３が接続される。そして、
膨張弁１３に室内熱交換器１４の一端が接続され、その室内熱交換器１４の他端に四方弁
１１を介して圧縮機１０の吸込口が接続される。
【００２０】
　空気調和機１は、自動運転、冷房運転、暖房運転、除湿運転及び送風運転のいずれかの
運転が可能であって、空気調和機１に付属されたコントローラや、ユーザの端末装置によ
って、いずれかの運転を選択して運転開始操作を行ったり、運転切換操作や運転停止操作
を行ったりすることができる。また、コントローラやユーザの端末装置では、室内温度の
設定温度を設定することができる。ユーザの端末装置は、例えばスマートフォンなどの液
晶端末であって、ネットワークを介して、空気調和機１に対して運転変更命令（運転開始
操作、運転停止操作、室内温度の設定温度等）を供給することができる。
【００２１】
　冷房運転および除湿運転では、図示実線矢印で示すように、圧縮機１０から吐出された
冷媒が四方弁１１から室外熱交換器１２、膨張弁１３、室内熱交換器１４へと順に流れ、
室内熱交換器１４を経た冷媒が四方弁１１を通って圧縮機１０に戻る冷房サイクルまたは
除湿サイクルが形成される。すなわち、室外熱交換器１２が凝縮器、室内熱交換器１４が
蒸発器として機能する。
【００２２】
　一方、暖房運転では、四方弁１１が切換わることにより、図示破線矢印で示すように、
圧縮機１０から吐出される冷媒が四方弁１１から室内熱交換器１４、膨張弁１３、室外熱
交換器１２へと順に流れ、室外熱交換器１２を経た冷媒が四方弁１１を通って圧縮機１０
に戻る暖房サイクルが形成される。すなわち、室内熱交換器１４が凝縮器、室外熱交換器
１２が蒸発器として機能する。
【００２３】
　室内機２内には、室内熱交換器１４に対向した室内ファン１６が配置される。室内機２
の吹出口には、上下方向について吹き出し方向を変更する上下フラップ１７が配置される
。そして、図１に示すように、室内機２に、室内温度を検出する室内温度センサ（室内温
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度検出手段）２１と、室内湿度を検出する室内湿度センサ（室内湿度検出手段）２２が取
付けられる。また、室内機２は、室内（空調空間）にいる人を検知する人検知センサ（人
検知手段）２５を有している。
【００２４】
　図２に示すように、空気調和機１の制御部５０には、圧縮機１０と、四方弁１１、膨張
弁１３と、室内ファン１６を駆動するモータ１６ａと、上下フラップ１７を駆動するモー
タ１７ａと、室内温度センサ２１と、室内湿度センサ２２と、人検知センサ２５と、空気
調和機１に付属されたコントローラ２８とが接続される。また、空気調和機１の制御部５
０は、ユーザの端末装置３０から供給された運転変更命令に基づいて空気調和機１の運転
を変更する。ユーザの端末装置３０は、例えばスマートフォンなどの液晶端末であって、
ネットワークを介して、空気調和機１に対して運転変更命令（運転開始操作、運転停止操
作、室内温度の設定温度等）を供給することができる。したがって、制御部５０は、コン
トローラ２８やユーザの端末装置３０からの指令（運転開始操作、運転停止操作、室内温
度の設定温度等）や、室内温度センサ２１で検知される室内温度や、室内湿度センサ２２
で検知される室内湿度に基づいて、空気調和機１の運転を制御する。このように、本実施
形態の空気調和機１は、コントローラ２８からの指令（運転開始操作、運転停止操作、室
内温度の設定温度等）に基づいて運転状態が変更されるだけでなく、ユーザの端末装置３
０から供給される運転変更命令（運転開始操作、運転停止操作、室内温度の設定温度等）
に基づいて運転状態が変更されるものである。
【００２５】
　ここで、コントローラ２８には、表示部と、温度調整部と、運転開始ボタンと、停止ボ
タンとが設けられている。また、コントローラ２８には、運転選択部と、風量選択部と、
風向選択部とが設けられている。
【００２６】
　表示部には、運転表示部と、設定温度表示部と、運転モード表示部とが表示されている
。運転表示部には、運転選択部で選択された運転（自動、冷房、暖房、除湿及び送風のい
ずれかの運転）が表示される。また、設定温度表示部には、温度調整部を操作することで
変更された温度が表示される。
【００２７】
　温度調整部は設定温度を変更するものであり、温度調整部を操作して設定温度を上げた
り、温度調整部を操作して設定温度を下げることができる。運転開始ボタンを押すことに
より運転選択部により選択した運転が開始され、運転中に停止ボタンを押すことにより運
転が停止される。
【００２８】
　コントローラ２８の運転選択部により、自動、冷房、暖房、除湿及び送風のいずれかに
切り換えて選択できる。風量選択部により、風量を自動、微（微量）、弱（少量）及び強
（多量）のいずれかに切り換えて選択できる。風向選択部により、風向を自動、上（上方
向）、中（水平方向）及び下（下方向）のいずれかに切り換えて選択できる。
【００２９】
　そして、コントローラ２８には、モード切換部が設けられている。モード切換部により
、空気調和機１の高温防止モードを、強制運転モード、お知らせモード及び切のいずれか
に切り換えることができる。本実施形態の空気調和機１では、高温防止モードが切に切り
換えられた場合、不在お知らせモードが設定される。
【００３０】
　したがって、本実施形態の空気調和機１では、モード切換部によって、強制運転モード
、お知らせモード及び不在お知らせモード（高温防止モードの切）のいずれかが設定され
る。よって、空気調和機１において、強制運転モードでの運転と、お知らせモードでの運
転と、不在お知らせモードでの運転とは同時に行われることはない。
【００３１】
　強制運転モードでは、室内が高温状態や高湿状態である場合に、室内温度及び室内湿度
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に基づいて、強制運転が自動的に開始される。したがって、強制運転モードに切り換えた
場合、室内が高温状態や高湿状態になったときに、ユーザがコントローラ２８や端末装置
３０によって運転開始操作を行わなかった場合でも、強制運転が自動的に開始されて、室
内温度及び室内湿度が低下する。
【００３２】
　お知らせモードでは、室内が高温状態や高湿状態である場合に、室内温度及び室内湿度
に基づいて、運転開始を促す報知が自動的に行われる。運転開始を促す報知としては、例
えば、「室内が高温になっています。冷房運転を開始してください。」という内容が、室
内機２から音声で報知されたり、室内機２の表示部に表示される。
【００３３】
　本実施形態の空気調和機１では、強制運転モードにおいて強制運転が自動的に行われた
場合に、室内が高温状態や高湿状態であることを示す空調空間情報がユーザの端末装置３
０に供給される。この場合の空調空間情報としては、例えば、「室内が高温になっていま
す。冷房運転を開始しました。」という内容が、ユーザの端末装置３０に供給され、端末
装置３０の表示画面に表示される。また、お知らせモードにおいて運転開始を促す報知が
自動的に行われた場合に、室内が高温状態や高湿状態であることを示す空調空間情報がユ
ーザの端末装置３０に供給される。この場合の空調空間情報としては、例えば、「室内が
高温になっています。冷房運転を開始してください。」という内容が、ユーザの端末装置
３０に供給され、端末装置３０の表示画面に表示される。本実施形態において、室内が高
温状態や高湿状態であるかの判断は所定時間おきに行われて、室内が高温状態や高湿状態
である状態が継続される場合、空調空間情報は、所定時間おきにユーザの端末装置３０に
供給されてもよい。また、お知らせモードにおいて運転開始を促す報知が自動的に行われ
た後、空気調和機１の運転が開始されないで、室内が高温状態や高湿状態でなくなった場
合、室内が高温状態や高湿状態でなくなったことを示す解除情報がユーザの端末装置３０
に供給される。この場合の解除情報としては、例えば、「室内の温度が下がりました。冷
房運転を開始する必要がありません。」という内容が、ユーザの端末装置３０に供給され
、端末装置３０の表示画面に表示される。
【００３４】
　不在お知らせモードでは、人検知センサ２５によって室内にいる人が検知されない状態
で、かつ、空気調和機１の運転が所定の不在時間だけ継続された場合に、室内に人がいな
いことを示す不在情報をユーザの端末装置３０に供給する。本実施形態の空気調和機１で
は、不在お知らせモードにおいて不在情報がユーザの端末装置３０に供給された場合、不
在情報として、例えば、「室内に人がいない状態で空気調和機が運転されています。」と
いう内容が、ユーザの端末装置３０に供給され、端末装置３０の表示画面に表示される。
【００３５】
　そして、強制運転モードまたはお知らせモードに切り換えた場合、ユーザは、コントロ
ーラ２８やユーザの端末装置３０によって空気調和機１の運転停止操作を行うことができ
ない。したがって、空気調和機１では、強制運転モードにおいて強制運転が開始された場
合、ユーザは、コントローラ２８や端末装置３０によって空気調和機１の運転停止操作を
行うことができず、強制運転を停止するためには、コントローラ２８のモード切換部を操
作して、高温防止モードを切に切り換える必要がある。また、空気調和機１では、お知ら
せモードにおいてコントローラ２８や端末装置３０によって空気調和機１の運転開始操作
を行うことができるが、空気調和機１の運転を開始した後、ユーザは、コントローラ２８
や端末装置３０によって空気調和機１の運転停止操作を行うことができず、運転を停止す
るためには、コントローラ２８のモード切換部を操作して、高温防止モードを切に切り換
える必要がある。一方、不在お知らせモードにおいて、不在情報がユーザの端末装置３０
に供給された場合、ユーザは、コントローラ２８や端末装置３０によって空気調和機１の
運転停止操作を行うことができる。
【００３６】
　空気調和機１では、強制運転モードにおいて強制運転を開始するかを判定する場合や、
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お知らせモードにおいて報知を開始するかを判定する場合に、室内温度及び室内湿度につ
いての判定図が使用される。判定図は、図３に示すように、縦軸は室内湿度（相対湿度）
を示し、横軸は室内温度を示している。
【００３７】
　まず、強制運転モードについて説明する。
【００３８】
　図３は、強制運転モードにおける判定図の一例であるが、この判定図には、高温ゾーン
と、モニタリングゾーンと、待機ゾーンとが設定される。高温ゾーンは、室内が高温状態
や高湿状態であって、室内温度や室内湿度を低下させる必要がある領域である。待機ゾー
ンは、高温ゾーンに遠い領域であり、室内温度や室内湿度を低下させる必要がない領域で
ある。モニタリングゾーンは、高温ゾーンに近い領域であり、室内温度や室内湿度が高温
ゾーンに変化しやすい領域である。
【００３９】
　図３の判定図において、Ａ点～Ｆ点は、下記の室内温度及び室内湿度である点を示す。
・Ａ点：室内温度が２７度であり、室内湿度が１００％である点
・Ｂ点：室内温度が２７度であり、室内湿度が７０～８０％の間のｙ１である点
・Ｃ点：室内温度が３３度であり、室内湿度が３０％である点
・Ｄ点：室内温度が２８度であり、室内湿度が１００％である点
・Ｅ点：室内温度が２８度であり、室内湿度が７０～８０％の間のｙ２である点
・Ｆ点：室内温度が３４度であり、室内湿度が３０～４０％の間のｙ３である点
【００４０】
　そして、Ａ点とＢ点とＣ点を接続した線ｌ１が、待機ゾーンとモニタリングゾーンの間
の線であって、Ｄ点とＥ点とＦ点を接続した線ｌ２が、モニタリングゾーンと高温ゾーン
との間の線である。したがって、図４の判定図に示すように、待機ゾーンは、線ｌ１の左
下の領域であって、高温ゾーンは、線ｌ２の右上の領域（室内温度及び室内湿度が線ｌ２

上にある場合を含む）であって、モニタリングゾーンは、高温ゾーンと待機ゾーンとに挟
まれた領域（室内温度及び室内湿度が線ｌ１上にある場合を含む）である。
【００４１】
　よって、空気調和機１の運転停止時において、強制運転モードに切り換えた場合、室内
温度及び室内湿度が、高温ゾーン、モニタリングゾーン及び待機ゾーンの各ゾーンにある
場合で運転動作が異なる。そこで、強制運転モードに切り換えられた後の各ゾーンでの運
転動作について説明する。
【００４２】
　室内温度及び室内湿度が高温ゾーンにある場合には、室内温度や室内湿度を低下させる
必要があるため、冷房運転（強制運転）が開始される。空気調和機１において強制運転モ
ードでの冷房運転は、設定温度２８℃の冷房運転である。そして、室内温度が設定温度よ
りも１度以上低下したとき（室内温度が２７度以下になったとき）に、冷房運転がサーモ
オフ状態となる。ここで、サーモオフ状態は、圧縮機が停止され、室内ファン１６が駆動
された状態である。空気調和機１では、冷房運転がサーモオフ状態である場合、冷房運転
よりも低風量にすると共に、上下フラップ１７を可動範囲の上端近くに配置して吹き出し
方向を上方向に変更する。
【００４３】
　そして、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにある場合には、室内温度や室内
湿度が高温ゾーンに変化しやすいため、室内温度や室内湿度を適正に検出する必要がある
ので、送風運転を行う。送風運転とは、圧縮機を停止し、室内機の室内ファン１６が駆動
される運転である。空気調和機１では、室内温度センサ２１及び室内湿度センサ２２は、
室内機２の内部に取り付けられていることから、運転停止時において上下フラップ１７が
閉じて室内機の内部に熱がこもった場合に、室内温度及び室内湿度を適正に検出できない
場合がある。したがって、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにある場合に送風
運転を開始することで、室内機２の内部に空気が流れるので、室内温度及び室内湿度を適
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正に検出できる。ここで、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにある場合の送風
運転では、冷房運転の風量よりも低風量にすると共に、上下フラップ１７を可動範囲の上
端近くに配置して吹き出し方向を上方向に変更する。
【００４４】
　そして、室内温度及び室内湿度が待機ゾーンにある場合には、高温ゾーンに遠く、室内
温度や室内湿度を低下させる必要がないので、冷房運転や送風運転を行わない。
【００４５】
　このように、本実施形態では、強制運転モードにおいて、室内温度及び室内湿度が高温
ゾーンにある場合に、冷房運転（強制運転）が開始される。また、冷房運転を開始した後
、サーモオフ状態が所定時間継続すると、冷房運転が停止される。
【００４６】
　次に、お知らせモードについて説明する。
【００４７】
　お知らせモードにおける判定図の一例は、図３に示す強制運転モードにおける判定図の
一例と同一であるので、詳細な説明は省略する。この判定図には、高温ゾーンと、モニタ
リングゾーンと、待機ゾーンとが設定される。
【００４８】
　よって、空気調和機１の運転停止時において、お知らせモードに切り換えた場合、室内
温度及び室内湿度が、高温ゾーン、モニタリングゾーン及び待機ゾーンの各ゾーンにある
場合で運転動作が異なる。そこで、お知らせモードに切り換えられた後の各ゾーンでの運
転動作について説明する。
【００４９】
　室内温度及び室内湿度が高温ゾーンにある場合には、室内温度や室内湿度を低下させる
必要があるため、運転開始を促す報知が行われる。
【００５０】
　そして、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにある場合には、室内温度や室内
湿度が高温ゾーンに変化しやすいため、室内温度や室内湿度を適正に検出する必要がある
ので、送風運転を行う。送風運転とは、圧縮機を停止し、室内機の室内ファン１６が駆動
される運転である。空気調和機１では、室内温度センサ２１及び室内湿度センサ２２は、
室内機２の内部に取り付けられていることから、運転停止時において上下フラップ１７が
閉じて室内機の内部に熱がこもった場合に、室内温度及び室内湿度を適正に検出できない
場合がある。したがって、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにある場合に送風
運転を開始することで、室内機２の内部に空気が流れるので、室内温度及び室内湿度を適
正に検出できる。ここで、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにある場合の送風
運転では、冷房運転の風量よりも低風量にすると共に、上下フラップ１７を可動範囲の上
端近くに配置して吹き出し方向を上方向に変更する。
【００５１】
　そして、室内温度及び室内湿度が待機ゾーンにある場合には、高温ゾーンに遠く、室内
温度や室内湿度を低下させる必要がないので、運転開始を促す報知や送風運転を行わない
。
【００５２】
　このように、本実施形態では、お知らせモードにおいて、室内温度及び室内湿度が高温
ゾーンにある場合に、運転開始を促す報知が開始される。
【００５３】
　次に、空気調和機１の強制運転モードにおける制御について、図４を参照しつつ説明す
る。
【００５４】
　まず、空気調和機１の運転停止時において、コントローラ３０のモード切換部によって
、強制運転モードに切り換えられる（ステップＳ１）。ここでは、強制運転モードに切り
換えられたときの室内温度及び室内湿度が待機ゾーン（図３参照）にある場合について説
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明する。
【００５５】
　強制運転モードにおいて、室内温度センサ２１で検出された室内温度及び室内湿度セン
サ２２で検出された室内湿度が、モニタリングゾーンにあるかを判断する（ステップＳ２
）。室内温度及び室内湿度が待機ゾーンから高温ゾーンに変化する場合には、待機ゾーン
からモニタリングゾーンに変化した後で、高温ゾーンに変化すると考えられる。したがっ
て、ステップＳ２では、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにあるかに基づいて
、室内温度及び室内湿度が、冷房運転を開始する必要のある高温ゾーンに近付いたかを判
断する。
【００５６】
　そして、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにあると判断した場合には（ステ
ップＳ２：ＹＥＳ）、室内ファン１６を駆動して、送風運転を開始する（ステップＳ３）
。室内温度及び室内湿度が高温ゾーンの近くのモニタリングゾーンにある場合、送風運転
を開始することで、室内機２の内部に空気が流れるので、室内温度及び室内湿度が適正に
検出できる。
【００５７】
　一方、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにないと判断した場合には（ステッ
プＳ２：ＮＯ）、室内温度及び室内湿度が待機ゾーンにあるので、室内温度及び室内湿度
がモニタリングゾーンにあるかの判断を継続する（ステップＳ２）。
【００５８】
　そして、ステップＳ３で送風運転を開始した後、室内温度センサ２１で検出された室内
温度及び室内湿度センサ２２で検出された室内湿度が、モニタリングゾーンにあるかを判
断する（ステップＳ４）。室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにあると判断した
場合には（ステップＳ４：ＹＥＳ）、室内温度及び室内湿度が高温ゾーンの近くのモニタ
リングゾーンにあるので、室内温度及び室内湿度が適正に検出できるように、送風運転を
継続する（ステップＳ３）。
【００５９】
　一方、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにないと判断した場合には（ステッ
プＳ４：ＮＯ）、送風運転を開始した後で、室内温度及び室内湿度が待機ゾーンまたは高
温ゾーンに変化したと考えられる。したがって、室内温度及び室内湿度が待機ゾーンにあ
るかを判断する（ステップＳ５）。そして、室内温度及び室内湿度が待機ゾーンにあると
判断した場合には（ステップＳ４：ＹＥＳ）、室内温度及び室内湿度が高温ゾーンに近い
モニタリングゾーンから、待機ゾーンに変化したので、送風運転を停止する（ステップＳ
６）。その後、ステップＳ２に移行して、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンに
あるかを判断する。一方、室内温度及び室内湿度が待機ゾーンにないと判断した場合には
（ステップＳ５：ＮＯ）、室内温度及び室内湿度が高温ゾーンにあって、室内温度及び室
内湿度を低下させる必要があるので、冷房運転を開始する（ステップＳ７）。このとき、
強制運転モードにおいて、室内温度及び室内湿度が高温ゾーンにあって、冷房運転を自動
的に開始したことを示す空調空間情報をユーザの端末装置３０に供給する（ステップＳ８
）。
【００６０】
　冷房運転を開始した後、室内温度センサ２１で検出された室内温度と設定温度に基づい
て、冷房運転がサーモオフ状態かを判断する（ステップＳ９）。空気調和機１では、冷房
運転が設定温度２８℃であって、室内温度が２７℃以下になったときにサーモオフ状態と
なる。したがって、ステップＳ８では、室内温度が２７℃以下であるかに基づいて、冷房
運転がサーモオフ状態かを判断する。そして、サーモオフ状態でないと判断した場合には
（ステップＳ９：ＮＯ）、室内温度が２７℃より高いので、ステップＳ７に移行して、冷
房運転を継続する。
【００６１】
　一方、冷房運転がサーモオフ状態であると判断した場合には（ステップＳ９：ＹＥＳ）
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、サーモオフ状態において、室内温度センサ２１で検出された室内温度が設定温度より高
い温度まで変化したかを判断する（ステップＳ１０）。室内温度が設定温度より高い温度
まで変化したと判断した場合には（ステップＳ１０：ＹＥＳ）、ステップＳ７に移行して
、冷房運転を開始する。室内温度が設定温度より高い温度まで変化してないと判断した場
合には（ステップＳ１０：ＮＯ）、サーモオフ状態が継続される。
【００６２】
　そして、サーモオフ状態が継続された場合、所定時間が経過したかを判断する（ステッ
プＳ１１）。サーモオフ状態で所定時間が経過したと判断した場合には（ステップＳ１１
：ＹＥＳ）、冷房運転を停止する（ステップＳ１２）。空気調和機１では、サーモオフ状
態で所定時間が経過した後で冷房運転を停止するので、冷房運転を停止したときに、室内
温度及び室内湿度が上昇した場合でも、直ぐに冷房運転が開始されるのを防止できる。
【００６３】
　一方、サーモオフ状態で所定時間が経過してないと判断した場合には（ステップＳ１１
：ＮＯ）、ステップＳ１０に移行して、室内温度が設定温度より高い温度まで変化したか
を判断する。
【００６４】
　次に、空気調和機１のお知らせモードにおける制御について、図５を参照しつつ説明す
る。
【００６５】
　まず、空気調和機１の運転停止時において、コントローラ３０のモード切換部によって
、お知らせモードに切り換えられる（ステップＳ１０１）。ここでは、お知らせモードに
切り換えられたときの室内温度及び室内湿度が待機ゾーン（図３参照）にある場合につい
て説明する。
【００６６】
　お知らせモードにおいて、室内温度センサ２１で検出された室内温度及び室内湿度セン
サ２２で検出された室内湿度が、モニタリングゾーンにあるかを判断する（ステップＳ１
０２）。室内温度及び室内湿度が待機ゾーンから高温ゾーンに変化する場合には、待機ゾ
ーンからモニタリングゾーンに変化した後で、高温ゾーンに変化すると考えられる。した
がって、ステップＳ２では、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにあるかに基づ
いて、室内温度及び室内湿度が、冷房運転を開始する必要のある高温ゾーンに近付いたか
を判断する。
【００６７】
　そして、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにあると判断した場合には（ステ
ップＳ１０２：ＹＥＳ）、室内ファン１６を駆動して、送風運転を開始する（ステップＳ
１０３）。室内温度及び室内湿度が高温ゾーンの近くのモニタリングゾーンにある場合、
送風運転を開始することで、室内機２の内部に空気が流れるので、室内温度及び室内湿度
が適正に検出できる。
【００６８】
　一方、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにないと判断した場合には（ステッ
プＳ１０２：ＮＯ）、室内温度及び室内湿度が待機ゾーンにあるので、室内温度及び室内
湿度がモニタリングゾーンにあるかの判断を継続する（ステップＳ１０２）。
【００６９】
　そして、ステップＳ３で送風運転を開始した後、室内温度センサ２１で検出された室内
温度及び室内湿度センサ２２で検出された室内湿度が、モニタリングゾーンにあるかを判
断する（ステップＳ１０４）。室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにあると判断
した場合には（ステップＳ１０４：ＹＥＳ）、室内温度及び室内湿度が高温ゾーンの近く
のモニタリングゾーンにあるので、室内温度及び室内湿度が適正に検出できるように、送
風運転を継続する（ステップＳ１０３）。
【００７０】
　一方、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにないと判断した場合には（ステッ
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プＳ１０４：ＮＯ）、送風運転を開始した後で、室内温度及び室内湿度が待機ゾーンまた
は高温ゾーンに変化したと考えられる。したがって、室内温度及び室内湿度が待機ゾーン
にあるかを判断する（ステップＳ１０５）。そして、室内温度及び室内湿度が待機ゾーン
にあると判断した場合には（ステップＳ１０４：ＹＥＳ）、室内温度及び室内湿度が高温
ゾーンに近いモニタリングゾーンから、待機ゾーンに変化したので、送風運転を停止する
（ステップＳ１０６）。その後、ステップＳ２に移行して、室内温度及び室内湿度がモニ
タリングゾーンにあるかを判断する。一方、室内温度及び室内湿度が待機ゾーンにないと
判断した場合には（ステップＳ１０５：ＮＯ）、室内温度及び室内湿度が高温ゾーンにあ
って、室内温度及び室内湿度を低下させる必要があるので、運転開始を促す報知を開始す
る（ステップＳ１０７）。このとき、お知らせモードにおいて、室内温度及び室内湿度が
高温ゾーンにあって、運転開始を促す報知を開始したことを示す空調空間情報をユーザの
端末装置３０に供給する（ステップＳ１０８）。空調空間情報を見たユーザは、空気調和
機１の運転を開始するかを判断する（ステップＳ１０９）。そして、空気調和機１の運転
を開始すると判断した場合には（ステップＳ１０９：ＹＥＳ）、ユーザは、端末装置３０
を操作して運転開始命令を空気調和機１に供給して、空気調和機１の運転を開始する（ス
テップＳ１１０）。一方、空気調和機１の運転を開始しないと判断した場合には（ステッ
プＳ１０９：ＮＯ）、室内温度及び室内湿度が高温ゾーン外であるかを判断する（ステッ
プＳ１１１）。そして、室内温度及び室内湿度が高温ゾーン外であると判断した場合には
（ステップＳ１１１：ＹＥＳ）、解除情報をユーザの端末装置３０に供給する（ステップ
Ｓ１１２）。一方、室内温度及び室内湿度が高温ゾーン外でない場合には（ステップＳ１
１１：ＮＯ）、ステップＳ１０９に移行する。
【００７１】
　次に、空気調和機１の不在お知らせモードにおける制御について、図６を参照しつつ説
明する。
【００７２】
　まず、空気調和機１の運転停止時において、コントローラ３０のモード切換部によって
、不在お知らせモード（高温防止モードの切）に切り換えられる（ステップＳ２０１）。
【００７３】
　不在お知らせモードにおいて、人検知センサ２５によって室内にいる人が検知されない
状態であるかを繰り返し判断する（ステップＳ２０２）。人検知センサ２５によって室内
にいる人が検知されない状態であると判断した場合には（ステップＳ２０２：ＹＥＳ）、
人検知センサ２５によって室内にいる人が検知されない状態において、空気調和機１の運
転が所定の不在時間だけ継続されたかを判断する（ステップＳ２０３）。空気調和機１の
運転が所定の不在時間だけ継続されたと判断した場合には（ステップＳ２０３：ＹＥＳ）
、室内に人がいないことを示す不在情報をユーザの端末装置３０に供給する。一方、空気
調和機１の運転が所定の不在時間だけ継続されてないと判断した場合には（ステップＳ２
０３：ＮＯ）、ステップＳ２０２に移行する。
【００７４】
＜本実施形態の空気調和機の特徴＞
　本実施形態の空気調和機１では、室内が室内温度や室内湿度を低下させる必要のある状
態になって、室内温度及び室内湿度が高温ゾーンに突入して、強制運転モードにおいて強
制運転が自動的に開始された場合や、お知らせモードにおいて運転開始を促す報知が自動
的に開始された場合に、空調空間情報（室内が室内温度や室内湿度を低下させる必要のあ
る状態であること）が端末装置３０に供給されるので、ユーザは、強制運転が自動的に開
始されたことを知ることができるとともに、端末装置３０から空気調和機１に運転変更命
令を供給して空気調和機１の運転を開始できる。したがって、室内温度や室内湿度が高い
状態で長時間継続されるのを抑制できるので、ユーザが熱中症等になることを防止できる
。
【００７５】
　また、本実施形態の空気調和機１では、強制運転モードやお知らせモードでの運転と不
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在お知らせモードでの運転とは同時に行われないので、強制運転モードやお知らせモード
での運転が行われているときに、不在情報が端末装置３０に供給されて、端末装置３０の
操作によって空気調和機１の運転が停止されるのを防止できる。
【００７６】
　さらに、本実施形態の空気調和機１では、人検知センサ２５が空調空間にいる人の動作
に基づいて人を検知するものである場合に、人が空調空間にいるにもかかわらず、人の動
作がないことによって不在検知された場合に、端末装置３０の操作によって空気調和機１
の運転が停止されるのを防止できる。
【００７７】
　以上、本発明の実施形態について図面に基づいて説明したが、具体的な構成は、これら
の実施形態に限定されるものでないと考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した
実施形態の説明ではなく特許請求の範囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均等の
意味および範囲内でのすべての変更が含まれる。
【００７８】
　例えば、上述の実施形態では、強制運転が自動的に開始される強制運転モードと、運転
開始を促す報知が自動的に行われるお知らせモードとを有している場合について説明した
が、強制運転モードおよびお知らせモードの一方だけを有するものであってもよい。
【００７９】
　また、上述の実施形態では、強制運転モードにおいて室内温度及び室内湿度に基づいて
強制運転が自動的に開始されるが、強制運転モードにおいて室内温度に基づいて強制運転
が自動的に開始されてもよい。この場合、強制運転を開始する判定図に、図７に示す判定
図を使用する。図７の判定図には、高温ゾーンと、モニタリングゾーンと、待機ゾーンと
が設定される。高温ゾーンは、室内温度が２８度以上の領域であり、待機ゾーンは、室内
温度が２７度未満の領域であり、モニタリングゾーンは室内温度が２７度以上２８度未満
の領域である。室内温度が高温ゾーンにある場合には、冷房運転（強制運転）が開始され
る。室内温度がモニタリングゾーンにある場合には、送風運転を行う。室内温度が待機ゾ
ーンにある場合には、冷房運転や送風運転を行わない。そして、空気調和機の強制運転モ
ードにおける制御は、実施形態において室内温度及び室内湿度に基づいて行われるが、室
内温度に基づいて行われる点で異なるが、その他は、実施形態の図４で示した制御と同様
の方法で行われる。また、お知らせモードについても同様であって、お知らせモードにお
いて室内温度に基づいて運転開始を促す報知が開始されてもよい。
【００８０】
　また、上述の実施形態では、強制運転モードにおいて室内温度及び室内湿度に基づいて
強制運転が自動的に開始されるが、強制運転モードにおいて室内湿度に基づいて強制運転
が自動的に開始されてもよい。そして、空気調和機の強制運転モードにおける制御は、実
施形態において室内温度及び室内湿度に基づいて行われるのが、室内湿度に基づいて行わ
れる点で異なるが、その他は、実施形態の図４で示した制御と同様の方法で行われる。ま
た、お知らせモードについても同様であって、お知らせモードにおいて室内湿度に基づい
て運転開始を促す報知が開始されてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００８１】
　本発明を利用すれば、室内温度や室内湿度が高い状態で長時間継続されるのを抑制でき
るので、ユーザが熱中症等になることを防止できる。
【符号の説明】
【００８２】
１　空気調和機
２　室内機
３　室外機
２１　室内温度センサ
２２　室内湿度センサ
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２５　人検知センサ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月11日(2014.6.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室内温度を検出する温度検出手段と、
　室内湿度を検出する湿度検出手段と、
　空調空間にいる人を検知する人検知手段とを備え、
　端末装置から供給される運転変更命令に基づいて運転状態が変更され得るものであって
、
　運転停止時において、前記温度検知手段で検出された室内温度及び／又は前記湿度検知
手段で検出された室内湿度が所定範囲内である場合に、室内温度及び室内湿度の少なくと
も一方を低下させる強制運転が自動的に開始される強制運転モード、
　および、
　運転停止時において、前記温度検知手段で検出された室内温度及び／又は前記湿度検知
段で検出された室内湿度が所定範囲内である場合に、運転開始を促す報知が自動的に行わ
れるお知らせモード、の少なくとも一方の運転モードと、
　前記人検知手段によって空調空間にいる人が検知されない状態で、かつ、空気調和機の
運転が所定時間継続された場合に、空調空間に人がいないことを示す不在情報を端末装置
に供給する不在お知らせモードとを有しており、
　強制運転モードおよびお知らせモードの少なくとも一方のモードでの運転中は、不在情
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報が端末装置に供給されないことを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
　強制運転モードでは、運転停止時において、室内温度が所定温度以上である場合、及び
／又は、室内湿度が所定湿度以上である場合に、室内温度及び室内湿度の少なくとも一方
を低下させる強制運転が自動的に開始されることを特徴とする請求項１に記載の空気調和
機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冷房運転等を行う空気調和機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　空気調和機は、冷房運転や暖房運転等を行うものが一般的であって、ユーザがコントロ
ーラに対して冷房運転等を選択して運転開始操作を行った場合に、冷房運転等の運転が開
始される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－１６８３７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、室内温度や室内湿度が高い状態であっても、ユーザがコントローラに対し
て運転開始操作を行わない場合、空気調和機の運転が開始されない。そのため、ユーザが
熱中症等になることがある。
【０００５】
　そこで、本発明は、運転停止時において、室内温度及び室内湿度が高い状態であること
を示す情報をユーザの端末装置に供給する空気調和機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の発明に係る空気調和機は、室内温度を検出する温度検出手段と、室内湿度を検出
する湿度検出手段と、空調空間にいる人を検知する人検知手段とを備え、端末装置から供
給される運転変更命令に基づいて運転状態が変更され得るものであって、運転停止時にお
いて、前記温度検知手段で検出された室内温度及び／又は前記湿度検知手段で検出された
室内湿度が所定範囲内である場合に、室内温度及び室内湿度の少なくとも一方を低下させ
る強制運転が自動的に開始される強制運転モード、および、運転停止時において、前記温
度検知手段で検出された室内温度及び／又は前記湿度検知手段で検出された室内湿度が所
定範囲内である場合に、運転開始を促す報知が自動的に行われるお知らせモード、の少な
くとも一方の運転モードと、前記人検知手段によって空調空間にいる人が検知されない状
態で、かつ、空気調和機の運転が所定時間継続された場合に、空調空間に人がいないこと
を示す不在情報を端末装置に供給する不在お知らせモードとを有しており、強制運転モー
ドおよびお知らせモードの少なくとも一方のモードでの運転中は、不在情報が端末装置に
供給されないことを特徴とする。
【０００７】
　この空気調和機では、室内が室内温度及び／又は室内湿度を低下させる必要のある状態
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になって、強制運転モードにおいて強制運転が自動的に開始された場合や、お知らせモー
ドにおいて運転開始を促す報知が自動的に開始された場合に、空調空間情報（室内が室内
温度及び／又は室内湿度を低下させる必要のある状態であること）が端末装置に供給され
るので、ユーザは、強制運転が自動的に開始されたことを知ることができるとともに、端
末装置から空気調和機に運転変更命令を供給して空気調和機の運転を開始できる。
【０００８】
　したがって、室内温度及び／又は室内湿度が高い状態で長時間継続されるのを抑制でき
るので、ユーザが熱中症等になることを防止できる。
【０００９】
　また、この空気調和機では、強制運転モードやお知らせモードでの運転中は、不在情報
が端末装置に供給されないので、強制運転モードやお知らせモードでの運転が行われてい
るときに、不在情報が端末装置に供給されて、端末装置の操作によって空気調和機の運転
が停止されるのを防止できる。
【００１０】
　また、人検知手段が空調空間にいる人の動作に基づいて検知する人を検知するものであ
る場合に、人が空調空間にいるにもかかわらず、人の動作がないことによって不在検知さ
れた場合に、端末装置の操作によって空気調和機の運転が停止されるのを防止できる。
【００１１】
　ここで、本発明には、室内温度及び室内湿度に基づいて強制運転が開始される場合と、
室内温度に基づいて強制運転が開始される場合と、室内湿度に基づいて強制運転が開始さ
れる場合を含む。また、本発明の強制運転には、室内温度及び室内湿度を低下させる運転
と、室内湿度を低下させる運転と、室内温度を低下させる運転とを含む。
【００１２】
　また、本発明には、室内温度及び室内湿度に基づいて運転開始を促す報知が行われる場
合と、室内温度に基づいて運転開始を促す報知が行われる場合と、室内湿度に基づいて運
転開始を促す報知が行われる場合を含む。
　第２の発明に係る空気調和機は、第１の発明に係る空気調和機において、強制運転モー
ドでは、運転停止時において、室内温度が所定温度以上である場合、及び／又は、室内湿
度が所定湿度以上である場合に、室内温度及び室内湿度の少なくとも一方を低下させる強
制運転が自動的に開始されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　以上の説明に述べたように、本発明によれば、以下の効果が得られる。
【００１４】
　第１の発明では、室内が室内温度及び／又は室内湿度を低下させる必要のある状態にな
って、強制運転モードにおいて強制運転が自動的に開始された場合や、お知らせモードに
おいて運転開始を促す報知が自動的に開始された場合に、空調空間情報（室内が室内温度
及び／又は室内湿度を低下させる必要のある状態であること）が端末装置に供給されるの
で、ユーザは、強制運転が自動的に開始されたことを知ることができるとともに、端末装
置から空気調和機に運転変更命令を供給して空気調和機の運転を開始できる。
【００１５】
　したがって、室内温度及び／又は室内湿度が高い状態で長時間継続されるのを抑制でき
るので、ユーザが熱中症等になることを防止できる。
【００１６】
　また、第１の発明では、強制運転モードやお知らせモードでの運転中は、不在情報が端
末装置に供給されないので、強制運転モードやお知らせモードでの運転が行われていると
きに、不在情報が端末装置に供給されて、端末装置の操作によって空気調和機の運転が停
止されるのを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
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【図１】本発明の実施形態に係る空気調和機の冷媒回路を示す回路図である。
【図２】本発明の実施形態に係る空気調和機の制御部を説明する図である。
【図３】本発明の実施形態の強制運転モードにおける判定図（室内湿度と室内温度との関
係を示す図）である。
【図４】強制運転モードで運転される場合の制御を説明する図である。
【図５】お知らせモードで運転される場合の制御を説明する図である。
【図６】不在お知らせモードで運転される場合の制御を説明する図である。
【図７】変形例の強制運転モードにおける判定図（室内湿度と室内温度との関係を示す図
）である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態に係る空気調和機１について説明する。
【００１９】
＜空気調和機１の全体構成＞
　図１に示すように、本実施形態の空気調和機１は、室内に設置される室内機２と、室外
に設置される室外機３とを備えている。そして、空気調和機１は、圧縮機１０と、四方弁
１１、室外熱交換器１２と、膨張弁（減圧機構）１３と、室内熱交換器１４とを接続した
冷媒回路を備えている。冷媒回路において、圧縮機１０の吐出口に四方弁１１を介して室
外熱交換器１２が接続され、その室外熱交換器１２に膨張弁１３が接続される。そして、
膨張弁１３に室内熱交換器１４の一端が接続され、その室内熱交換器１４の他端に四方弁
１１を介して圧縮機１０の吸込口が接続される。
【００２０】
　空気調和機１は、自動運転、冷房運転、暖房運転、除湿運転及び送風運転のいずれかの
運転が可能であって、空気調和機１に付属されたコントローラや、ユーザの端末装置によ
って、いずれかの運転を選択して運転開始操作を行ったり、運転切換操作や運転停止操作
を行ったりすることができる。また、コントローラやユーザの端末装置では、室内温度の
設定温度を設定することができる。ユーザの端末装置は、例えばスマートフォンなどの液
晶端末であって、ネットワークを介して、空気調和機１に対して運転変更命令（運転開始
操作、運転停止操作、室内温度の設定温度等）を供給することができる。
【００２１】
　冷房運転および除湿運転では、図示実線矢印で示すように、圧縮機１０から吐出された
冷媒が四方弁１１から室外熱交換器１２、膨張弁１３、室内熱交換器１４へと順に流れ、
室内熱交換器１４を経た冷媒が四方弁１１を通って圧縮機１０に戻る冷房サイクルまたは
除湿サイクルが形成される。すなわち、室外熱交換器１２が凝縮器、室内熱交換器１４が
蒸発器として機能する。
【００２２】
　一方、暖房運転では、四方弁１１が切換わることにより、図示破線矢印で示すように、
圧縮機１０から吐出される冷媒が四方弁１１から室内熱交換器１４、膨張弁１３、室外熱
交換器１２へと順に流れ、室外熱交換器１２を経た冷媒が四方弁１１を通って圧縮機１０
に戻る暖房サイクルが形成される。すなわち、室内熱交換器１４が凝縮器、室外熱交換器
１２が蒸発器として機能する。
【００２３】
　室内機２内には、室内熱交換器１４に対向した室内ファン１６が配置される。室内機２
の吹出口には、上下方向について吹き出し方向を変更する上下フラップ１７が配置される
。そして、図１に示すように、室内機２に、室内温度を検出する室内温度センサ（室内温
度検出手段）２１と、室内湿度を検出する室内湿度センサ（室内湿度検出手段）２２が取
付けられる。また、室内機２は、室内（空調空間）にいる人を検知する人検知センサ（人
検知手段）２５を有している。
【００２４】
　図２に示すように、空気調和機１の制御部５０には、圧縮機１０と、四方弁１１、膨張
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弁１３と、室内ファン１６を駆動するモータ１６ａと、上下フラップ１７を駆動するモー
タ１７ａと、室内温度センサ２１と、室内湿度センサ２２と、人検知センサ２５と、空気
調和機１に付属されたコントローラ２８とが接続される。また、空気調和機１の制御部５
０は、ユーザの端末装置３０から供給された運転変更命令に基づいて空気調和機１の運転
を変更する。ユーザの端末装置３０は、例えばスマートフォンなどの液晶端末であって、
ネットワークを介して、空気調和機１に対して運転変更命令（運転開始操作、運転停止操
作、室内温度の設定温度等）を供給することができる。したがって、制御部５０は、コン
トローラ２８やユーザの端末装置３０からの指令（運転開始操作、運転停止操作、室内温
度の設定温度等）や、室内温度センサ２１で検知される室内温度や、室内湿度センサ２２
で検知される室内湿度に基づいて、空気調和機１の運転を制御する。このように、本実施
形態の空気調和機１は、コントローラ２８からの指令（運転開始操作、運転停止操作、室
内温度の設定温度等）に基づいて運転状態が変更されるだけでなく、ユーザの端末装置３
０から供給される運転変更命令（運転開始操作、運転停止操作、室内温度の設定温度等）
に基づいて運転状態が変更されるものである。
【００２５】
　ここで、コントローラ２８には、表示部と、温度調整部と、運転開始ボタンと、停止ボ
タンとが設けられている。また、コントローラ２８には、運転選択部と、風量選択部と、
風向選択部とが設けられている。
【００２６】
　表示部には、運転表示部と、設定温度表示部と、運転モード表示部とが表示されている
。運転表示部には、運転選択部で選択された運転（自動、冷房、暖房、除湿及び送風のい
ずれかの運転）が表示される。また、設定温度表示部には、温度調整部を操作することで
変更された温度が表示される。
【００２７】
　温度調整部は設定温度を変更するものであり、温度調整部を操作して設定温度を上げた
り、温度調整部を操作して設定温度を下げることができる。運転開始ボタンを押すことに
より運転選択部により選択した運転が開始され、運転中に停止ボタンを押すことにより運
転が停止される。
【００２８】
　コントローラ２８の運転選択部により、自動、冷房、暖房、除湿及び送風のいずれかに
切り換えて選択できる。風量選択部により、風量を自動、微（微量）、弱（少量）及び強
（多量）のいずれかに切り換えて選択できる。風向選択部により、風向を自動、上（上方
向）、中（水平方向）及び下（下方向）のいずれかに切り換えて選択できる。
【００２９】
　そして、コントローラ２８には、モード切換部が設けられている。モード切換部により
、空気調和機１の高温防止モードを、強制運転モード、お知らせモード及び切のいずれか
に切り換えることができる。本実施形態の空気調和機１では、高温防止モードが切に切り
換えられた場合、不在お知らせモードが設定される。
【００３０】
　したがって、本実施形態の空気調和機１では、モード切換部によって、強制運転モード
、お知らせモード及び不在お知らせモード（高温防止モードの切）のいずれかが設定され
る。よって、空気調和機１において、強制運転モードでの運転と、お知らせモードでの運
転と、不在お知らせモードでの運転とは同時に行われることはない。
【００３１】
　強制運転モードでは、室内が高温状態や高湿状態である場合に、室内温度及び室内湿度
に基づいて、強制運転が自動的に開始される。したがって、強制運転モードに切り換えた
場合、室内が高温状態や高湿状態になったときに、ユーザがコントローラ２８や端末装置
３０によって運転開始操作を行わなかった場合でも、強制運転が自動的に開始されて、室
内温度及び室内湿度が低下する。
【００３２】
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　お知らせモードでは、室内が高温状態や高湿状態である場合に、室内温度及び室内湿度
に基づいて、運転開始を促す報知が自動的に行われる。運転開始を促す報知としては、例
えば、「室内が高温になっています。冷房運転を開始してください。」という内容が、室
内機２から音声で報知されたり、室内機２の表示部に表示される。
【００３３】
　本実施形態の空気調和機１では、強制運転モードにおいて強制運転が自動的に行われた
場合に、室内が高温状態や高湿状態であることを示す空調空間情報がユーザの端末装置３
０に供給される。この場合の空調空間情報としては、例えば、「室内が高温になっていま
す。冷房運転を開始しました。」という内容が、ユーザの端末装置３０に供給され、端末
装置３０の表示画面に表示される。また、お知らせモードにおいて運転開始を促す報知が
自動的に行われた場合に、室内が高温状態や高湿状態であることを示す空調空間情報がユ
ーザの端末装置３０に供給される。この場合の空調空間情報としては、例えば、「室内が
高温になっています。冷房運転を開始してください。」という内容が、ユーザの端末装置
３０に供給され、端末装置３０の表示画面に表示される。本実施形態において、室内が高
温状態や高湿状態であるかの判断は所定時間おきに行われて、室内が高温状態や高湿状態
である状態が継続される場合、空調空間情報は、所定時間おきにユーザの端末装置３０に
供給されてもよい。また、お知らせモードにおいて運転開始を促す報知が自動的に行われ
た後、空気調和機１の運転が開始されないで、室内が高温状態や高湿状態でなくなった場
合、室内が高温状態や高湿状態でなくなったことを示す解除情報がユーザの端末装置３０
に供給される。この場合の解除情報としては、例えば、「室内の温度が下がりました。冷
房運転を開始する必要がありません。」という内容が、ユーザの端末装置３０に供給され
、端末装置３０の表示画面に表示される。
【００３４】
　不在お知らせモードでは、人検知センサ２５によって室内にいる人が検知されない状態
で、かつ、空気調和機１の運転が所定の不在時間だけ継続された場合に、室内に人がいな
いことを示す不在情報をユーザの端末装置３０に供給する。本実施形態の空気調和機１で
は、不在お知らせモードにおいて不在情報がユーザの端末装置３０に供給された場合、不
在情報として、例えば、「室内に人がいない状態で空気調和機が運転されています。」と
いう内容が、ユーザの端末装置３０に供給され、端末装置３０の表示画面に表示される。
【００３５】
　そして、強制運転モードまたはお知らせモードに切り換えた場合、ユーザは、コントロ
ーラ２８やユーザの端末装置３０によって空気調和機１の運転停止操作を行うことができ
ない。したがって、空気調和機１では、強制運転モードにおいて強制運転が開始された場
合、ユーザは、コントローラ２８や端末装置３０によって空気調和機１の運転停止操作を
行うことができず、強制運転を停止するためには、コントローラ２８のモード切換部を操
作して、高温防止モードを切に切り換える必要がある。また、空気調和機１では、お知ら
せモードにおいてコントローラ２８や端末装置３０によって空気調和機１の運転開始操作
を行うことができるが、空気調和機１の運転を開始した後、ユーザは、コントローラ２８
や端末装置３０によって空気調和機１の運転停止操作を行うことができず、運転を停止す
るためには、コントローラ２８のモード切換部を操作して、高温防止モードを切に切り換
える必要がある。一方、不在お知らせモードにおいて、不在情報がユーザの端末装置３０
に供給された場合、ユーザは、コントローラ２８や端末装置３０によって空気調和機１の
運転停止操作を行うことができる。
【００３６】
　空気調和機１では、強制運転モードにおいて強制運転を開始するかを判定する場合や、
お知らせモードにおいて報知を開始するかを判定する場合に、室内温度及び室内湿度につ
いての判定図が使用される。判定図は、図３に示すように、縦軸は室内湿度（相対湿度）
を示し、横軸は室内温度を示している。
【００３７】
　まず、強制運転モードについて説明する。
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【００３８】
　図３は、強制運転モードにおける判定図の一例であるが、この判定図には、高温ゾーン
と、モニタリングゾーンと、待機ゾーンとが設定される。高温ゾーンは、室内が高温状態
や高湿状態であって、室内温度や室内湿度を低下させる必要がある領域である。待機ゾー
ンは、高温ゾーンに遠い領域であり、室内温度や室内湿度を低下させる必要がない領域で
ある。モニタリングゾーンは、高温ゾーンに近い領域であり、室内温度や室内湿度が高温
ゾーンに変化しやすい領域である。
【００３９】
　図３の判定図において、Ａ点～Ｆ点は、下記の室内温度及び室内湿度である点を示す。
・Ａ点：室内温度が２７度であり、室内湿度が１００％である点
・Ｂ点：室内温度が２７度であり、室内湿度が７０～８０％の間のｙ１である点
・Ｃ点：室内温度が３３度であり、室内湿度が３０％である点
・Ｄ点：室内温度が２８度であり、室内湿度が１００％である点
・Ｅ点：室内温度が２８度であり、室内湿度が７０～８０％の間のｙ２である点
・Ｆ点：室内温度が３４度であり、室内湿度が３０～４０％の間のｙ３である点
【００４０】
　そして、Ａ点とＢ点とＣ点を接続した線ｌ１が、待機ゾーンとモニタリングゾーンの間
の線であって、Ｄ点とＥ点とＦ点を接続した線ｌ２が、モニタリングゾーンと高温ゾーン
との間の線である。したがって、図４の判定図に示すように、待機ゾーンは、線ｌ１の左
下の領域であって、高温ゾーンは、線ｌ２の右上の領域（室内温度及び室内湿度が線ｌ２
上にある場合を含む）であって、モニタリングゾーンは、高温ゾーンと待機ゾーンとに挟
まれた領域（室内温度及び室内湿度が線ｌ１上にある場合を含む）である。
【００４１】
　よって、空気調和機１の運転停止時において、強制運転モードに切り換えた場合、室内
温度及び室内湿度が、高温ゾーン、モニタリングゾーン及び待機ゾーンの各ゾーンにある
場合で運転動作が異なる。そこで、強制運転モードに切り換えられた後の各ゾーンでの運
転動作について説明する。
【００４２】
　室内温度及び室内湿度が高温ゾーンにある場合には、室内温度や室内湿度を低下させる
必要があるため、冷房運転（強制運転）が開始される。空気調和機１において強制運転モ
ードでの冷房運転は、設定温度２８℃の冷房運転である。そして、室内温度が設定温度よ
りも１度以上低下したとき（室内温度が２７度以下になったとき）に、冷房運転がサーモ
オフ状態となる。ここで、サーモオフ状態は、圧縮機が停止され、室内ファン１６が駆動
された状態である。空気調和機１では、冷房運転がサーモオフ状態である場合、冷房運転
よりも低風量にすると共に、上下フラップ１７を可動範囲の上端近くに配置して吹き出し
方向を上方向に変更する。
【００４３】
　そして、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにある場合には、室内温度や室内
湿度が高温ゾーンに変化しやすいため、室内温度や室内湿度を適正に検出する必要がある
ので、送風運転を行う。送風運転とは、圧縮機を停止し、室内機の室内ファン１６が駆動
される運転である。空気調和機１では、室内温度センサ２１及び室内湿度センサ２２は、
室内機２の内部に取り付けられていることから、運転停止時において上下フラップ１７が
閉じて室内機の内部に熱がこもった場合に、室内温度及び室内湿度を適正に検出できない
場合がある。したがって、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにある場合に送風
運転を開始することで、室内機２の内部に空気が流れるので、室内温度及び室内湿度を適
正に検出できる。ここで、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにある場合の送風
運転では、冷房運転の風量よりも低風量にすると共に、上下フラップ１７を可動範囲の上
端近くに配置して吹き出し方向を上方向に変更する。
【００４４】
　そして、室内温度及び室内湿度が待機ゾーンにある場合には、高温ゾーンに遠く、室内
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温度や室内湿度を低下させる必要がないので、冷房運転や送風運転を行わない。
【００４５】
　このように、本実施形態では、強制運転モードにおいて、室内温度及び室内湿度が高温
ゾーンにある場合に、冷房運転（強制運転）が開始される。また、冷房運転を開始した後
、サーモオフ状態が所定時間継続すると、冷房運転が停止される。
【００４６】
　次に、お知らせモードについて説明する。
【００４７】
　お知らせモードにおける判定図の一例は、図３に示す強制運転モードにおける判定図の
一例と同一であるので、詳細な説明は省略する。この判定図には、高温ゾーンと、モニタ
リングゾーンと、待機ゾーンとが設定される。
【００４８】
　よって、空気調和機１の運転停止時において、お知らせモードに切り換えた場合、室内
温度及び室内湿度が、高温ゾーン、モニタリングゾーン及び待機ゾーンの各ゾーンにある
場合で運転動作が異なる。そこで、お知らせモードに切り換えられた後の各ゾーンでの運
転動作について説明する。
【００４９】
　室内温度及び室内湿度が高温ゾーンにある場合には、室内温度や室内湿度を低下させる
必要があるため、運転開始を促す報知が行われる。
【００５０】
　そして、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにある場合には、室内温度や室内
湿度が高温ゾーンに変化しやすいため、室内温度や室内湿度を適正に検出する必要がある
ので、送風運転を行う。送風運転とは、圧縮機を停止し、室内機の室内ファン１６が駆動
される運転である。空気調和機１では、室内温度センサ２１及び室内湿度センサ２２は、
室内機２の内部に取り付けられていることから、運転停止時において上下フラップ１７が
閉じて室内機の内部に熱がこもった場合に、室内温度及び室内湿度を適正に検出できない
場合がある。したがって、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにある場合に送風
運転を開始することで、室内機２の内部に空気が流れるので、室内温度及び室内湿度を適
正に検出できる。ここで、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにある場合の送風
運転では、冷房運転の風量よりも低風量にすると共に、上下フラップ１７を可動範囲の上
端近くに配置して吹き出し方向を上方向に変更する。
【００５１】
　そして、室内温度及び室内湿度が待機ゾーンにある場合には、高温ゾーンに遠く、室内
温度や室内湿度を低下させる必要がないので、運転開始を促す報知や送風運転を行わない
。
【００５２】
　このように、本実施形態では、お知らせモードにおいて、室内温度及び室内湿度が高温
ゾーンにある場合に、運転開始を促す報知が開始される。
【００５３】
　次に、空気調和機１の強制運転モードにおける制御について、図４を参照しつつ説明す
る。
【００５４】
　まず、空気調和機１の運転停止時において、コントローラ３０のモード切換部によって
、強制運転モードに切り換えられる（ステップＳ１）。ここでは、強制運転モードに切り
換えられたときの室内温度及び室内湿度が待機ゾーン（図３参照）にある場合について説
明する。
【００５５】
　強制運転モードにおいて、室内温度センサ２１で検出された室内温度及び室内湿度セン
サ２２で検出された室内湿度が、モニタリングゾーンにあるかを判断する（ステップＳ２
）。室内温度及び室内湿度が待機ゾーンから高温ゾーンに変化する場合には、待機ゾーン
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からモニタリングゾーンに変化した後で、高温ゾーンに変化すると考えられる。したがっ
て、ステップＳ２では、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにあるかに基づいて
、室内温度及び室内湿度が、冷房運転を開始する必要のある高温ゾーンに近付いたかを判
断する。
【００５６】
　そして、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにあると判断した場合には（ステ
ップＳ２：ＹＥＳ）、室内ファン１６を駆動して、送風運転を開始する（ステップＳ３）
。室内温度及び室内湿度が高温ゾーンの近くのモニタリングゾーンにある場合、送風運転
を開始することで、室内機２の内部に空気が流れるので、室内温度及び室内湿度が適正に
検出できる。
【００５７】
　一方、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにないと判断した場合には（ステッ
プＳ２：ＮＯ）、室内温度及び室内湿度が待機ゾーンにあるので、室内温度及び室内湿度
がモニタリングゾーンにあるかの判断を継続する（ステップＳ２）。
【００５８】
　そして、ステップＳ３で送風運転を開始した後、室内温度センサ２１で検出された室内
温度及び室内湿度センサ２２で検出された室内湿度が、モニタリングゾーンにあるかを判
断する（ステップＳ４）。室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにあると判断した
場合には（ステップＳ４：ＹＥＳ）、室内温度及び室内湿度が高温ゾーンの近くのモニタ
リングゾーンにあるので、室内温度及び室内湿度が適正に検出できるように、送風運転を
継続する（ステップＳ３）。
【００５９】
　一方、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにないと判断した場合には（ステッ
プＳ４：ＮＯ）、送風運転を開始した後で、室内温度及び室内湿度が待機ゾーンまたは高
温ゾーンに変化したと考えられる。したがって、室内温度及び室内湿度が待機ゾーンにあ
るかを判断する（ステップＳ５）。そして、室内温度及び室内湿度が待機ゾーンにあると
判断した場合には（ステップＳ４：ＹＥＳ）、室内温度及び室内湿度が高温ゾーンに近い
モニタリングゾーンから、待機ゾーンに変化したので、送風運転を停止する（ステップＳ
６）。その後、ステップＳ２に移行して、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンに
あるかを判断する。一方、室内温度及び室内湿度が待機ゾーンにないと判断した場合には
（ステップＳ５：ＮＯ）、室内温度及び室内湿度が高温ゾーンにあって、室内温度及び室
内湿度を低下させる必要があるので、冷房運転を開始する（ステップＳ７）。このとき、
強制運転モードにおいて、室内温度及び室内湿度が高温ゾーンにあって、冷房運転を自動
的に開始したことを示す空調空間情報をユーザの端末装置３０に供給する（ステップＳ８
）。
【００６０】
　冷房運転を開始した後、室内温度センサ２１で検出された室内温度と設定温度に基づい
て、冷房運転がサーモオフ状態かを判断する（ステップＳ９）。空気調和機１では、冷房
運転が設定温度２８℃であって、室内温度が２７℃以下になったときにサーモオフ状態と
なる。したがって、ステップＳ８では、室内温度が２７℃以下であるかに基づいて、冷房
運転がサーモオフ状態かを判断する。そして、サーモオフ状態でないと判断した場合には
（ステップＳ９：ＮＯ）、室内温度が２７℃より高いので、ステップＳ７に移行して、冷
房運転を継続する。
【００６１】
　一方、冷房運転がサーモオフ状態であると判断した場合には（ステップＳ９：ＹＥＳ）
、サーモオフ状態において、室内温度センサ２１で検出された室内温度が設定温度より高
い温度まで変化したかを判断する（ステップＳ１０）。室内温度が設定温度より高い温度
まで変化したと判断した場合には（ステップＳ１０：ＹＥＳ）、ステップＳ７に移行して
、冷房運転を開始する。室内温度が設定温度より高い温度まで変化してないと判断した場
合には（ステップＳ１０：ＮＯ）、サーモオフ状態が継続される。
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【００６２】
　そして、サーモオフ状態が継続された場合、所定時間が経過したかを判断する（ステッ
プＳ１１）。サーモオフ状態で所定時間が経過したと判断した場合には（ステップＳ１１
：ＹＥＳ）、冷房運転を停止する（ステップＳ１２）。空気調和機１では、サーモオフ状
態で所定時間が経過した後で冷房運転を停止するので、冷房運転を停止したときに、室内
温度及び室内湿度が上昇した場合でも、直ぐに冷房運転が開始されるのを防止できる。
【００６３】
　一方、サーモオフ状態で所定時間が経過してないと判断した場合には（ステップＳ１１
：ＮＯ）、ステップＳ１０に移行して、室内温度が設定温度より高い温度まで変化したか
を判断する。
【００６４】
　次に、空気調和機１のお知らせモードにおける制御について、図５を参照しつつ説明す
る。
【００６５】
　まず、空気調和機１の運転停止時において、コントローラ３０のモード切換部によって
、お知らせモードに切り換えられる（ステップＳ１０１）。ここでは、お知らせモードに
切り換えられたときの室内温度及び室内湿度が待機ゾーン（図３参照）にある場合につい
て説明する。
【００６６】
　お知らせモードにおいて、室内温度センサ２１で検出された室内温度及び室内湿度セン
サ２２で検出された室内湿度が、モニタリングゾーンにあるかを判断する（ステップＳ１
０２）。室内温度及び室内湿度が待機ゾーンから高温ゾーンに変化する場合には、待機ゾ
ーンからモニタリングゾーンに変化した後で、高温ゾーンに変化すると考えられる。した
がって、ステップＳ２では、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにあるかに基づ
いて、室内温度及び室内湿度が、冷房運転を開始する必要のある高温ゾーンに近付いたか
を判断する。
【００６７】
　そして、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにあると判断した場合には（ステ
ップＳ１０２：ＹＥＳ）、室内ファン１６を駆動して、送風運転を開始する（ステップＳ
１０３）。室内温度及び室内湿度が高温ゾーンの近くのモニタリングゾーンにある場合、
送風運転を開始することで、室内機２の内部に空気が流れるので、室内温度及び室内湿度
が適正に検出できる。
【００６８】
　一方、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにないと判断した場合には（ステッ
プＳ１０２：ＮＯ）、室内温度及び室内湿度が待機ゾーンにあるので、室内温度及び室内
湿度がモニタリングゾーンにあるかの判断を継続する（ステップＳ１０２）。
【００６９】
　そして、ステップＳ３で送風運転を開始した後、室内温度センサ２１で検出された室内
温度及び室内湿度センサ２２で検出された室内湿度が、モニタリングゾーンにあるかを判
断する（ステップＳ１０４）。室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにあると判断
した場合には（ステップＳ１０４：ＹＥＳ）、室内温度及び室内湿度が高温ゾーンの近く
のモニタリングゾーンにあるので、室内温度及び室内湿度が適正に検出できるように、送
風運転を継続する（ステップＳ１０３）。
【００７０】
　一方、室内温度及び室内湿度がモニタリングゾーンにないと判断した場合には（ステッ
プＳ１０４：ＮＯ）、送風運転を開始した後で、室内温度及び室内湿度が待機ゾーンまた
は高温ゾーンに変化したと考えられる。したがって、室内温度及び室内湿度が待機ゾーン
にあるかを判断する（ステップＳ１０５）。そして、室内温度及び室内湿度が待機ゾーン
にあると判断した場合には（ステップＳ１０４：ＹＥＳ）、室内温度及び室内湿度が高温
ゾーンに近いモニタリングゾーンから、待機ゾーンに変化したので、送風運転を停止する
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（ステップＳ１０６）。その後、ステップＳ２に移行して、室内温度及び室内湿度がモニ
タリングゾーンにあるかを判断する。一方、室内温度及び室内湿度が待機ゾーンにないと
判断した場合には（ステップＳ１０５：ＮＯ）、室内温度及び室内湿度が高温ゾーンにあ
って、室内温度及び室内湿度を低下させる必要があるので、運転開始を促す報知を開始す
る（ステップＳ１０７）。このとき、お知らせモードにおいて、室内温度及び室内湿度が
高温ゾーンにあって、運転開始を促す報知を開始したことを示す空調空間情報をユーザの
端末装置３０に供給する（ステップＳ１０８）。空調空間情報を見たユーザは、空気調和
機１の運転を開始するかを判断する（ステップＳ１０９）。そして、空気調和機１の運転
を開始すると判断した場合には（ステップＳ１０９：ＹＥＳ）、ユーザは、端末装置３０
を操作して運転開始命令を空気調和機１に供給して、空気調和機１の運転を開始する（ス
テップＳ１１０）。一方、空気調和機１の運転を開始しないと判断した場合には（ステッ
プＳ１０９：ＮＯ）、室内温度及び室内湿度が高温ゾーン外であるかを判断する（ステッ
プＳ１１１）。そして、室内温度及び室内湿度が高温ゾーン外であると判断した場合には
（ステップＳ１１１：ＹＥＳ）、解除情報をユーザの端末装置３０に供給する（ステップ
Ｓ１１２）。一方、室内温度及び室内湿度が高温ゾーン外でない場合には（ステップＳ１
１１：ＮＯ）、ステップＳ１０９に移行する。
【００７１】
　次に、空気調和機１の不在お知らせモードにおける制御について、図６を参照しつつ説
明する。
【００７２】
　まず、空気調和機１の運転停止時において、コントローラ３０のモード切換部によって
、不在お知らせモード（高温防止モードの切）に切り換えられる（ステップＳ２０１）。
【００７３】
　不在お知らせモードにおいて、人検知センサ２５によって室内にいる人が検知されない
状態であるかを繰り返し判断する（ステップＳ２０２）。人検知センサ２５によって室内
にいる人が検知されない状態であると判断した場合には（ステップＳ２０２：ＹＥＳ）、
人検知センサ２５によって室内にいる人が検知されない状態において、空気調和機１の運
転が所定の不在時間だけ継続されたかを判断する（ステップＳ２０３）。空気調和機１の
運転が所定の不在時間だけ継続されたと判断した場合には（ステップＳ２０３：ＹＥＳ）
、室内に人がいないことを示す不在情報をユーザの端末装置３０に供給する。一方、空気
調和機１の運転が所定の不在時間だけ継続されてないと判断した場合には（ステップＳ２
０３：ＮＯ）、ステップＳ２０２に移行する。
【００７４】
＜本実施形態の空気調和機の特徴＞
　本実施形態の空気調和機１では、室内が室内温度や室内湿度を低下させる必要のある状
態になって、室内温度及び室内湿度が高温ゾーンに突入して、強制運転モードにおいて強
制運転が自動的に開始された場合や、お知らせモードにおいて運転開始を促す報知が自動
的に開始された場合に、空調空間情報（室内が室内温度や室内湿度を低下させる必要のあ
る状態であること）が端末装置３０に供給されるので、ユーザは、強制運転が自動的に開
始されたことを知ることができるとともに、端末装置３０から空気調和機１に運転変更命
令を供給して空気調和機１の運転を開始できる。したがって、室内温度や室内湿度が高い
状態で長時間継続されるのを抑制できるので、ユーザが熱中症等になることを防止できる
。
【００７５】
　また、本実施形態の空気調和機１では、強制運転モードやお知らせモードでの運転中は
、不在情報が端末装置に供給されないので、強制運転モードやお知らせモードでの運転が
行われているときに、不在情報が端末装置３０に供給されて、端末装置３０の操作によっ
て空気調和機１の運転が停止されるのを防止できる。
【００７６】
　さらに、本実施形態の空気調和機１では、人検知センサ２５が空調空間にいる人の動作
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に基づいて人を検知するものである場合に、人が空調空間にいるにもかかわらず、人の動
作がないことによって不在検知された場合に、端末装置３０の操作によって空気調和機１
の運転が停止されるのを防止できる。
【００７７】
　以上、本発明の実施形態について図面に基づいて説明したが、具体的な構成は、これら
の実施形態に限定されるものでないと考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した
実施形態の説明ではなく特許請求の範囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均等の
意味および範囲内でのすべての変更が含まれる。
【００７８】
　例えば、上述の実施形態では、強制運転が自動的に開始される強制運転モードと、運転
開始を促す報知が自動的に行われるお知らせモードとを有している場合について説明した
が、強制運転モードおよびお知らせモードの一方だけを有するものであってもよい。
【００７９】
　また、上述の実施形態では、強制運転モードにおいて室内温度及び室内湿度に基づいて
強制運転が自動的に開始されるが、強制運転モードにおいて室内温度に基づいて強制運転
が自動的に開始されてもよい。この場合、強制運転を開始する判定図に、図７に示す判定
図を使用する。図７の判定図には、高温ゾーンと、モニタリングゾーンと、待機ゾーンと
が設定される。高温ゾーンは、室内温度が２８度以上の領域であり、待機ゾーンは、室内
温度が２７度未満の領域であり、モニタリングゾーンは室内温度が２７度以上２８度未満
の領域である。室内温度が高温ゾーンにある場合には、冷房運転（強制運転）が開始され
る。室内温度がモニタリングゾーンにある場合には、送風運転を行う。室内温度が待機ゾ
ーンにある場合には、冷房運転や送風運転を行わない。そして、空気調和機の強制運転モ
ードにおける制御は、実施形態において室内温度及び室内湿度に基づいて行われるが、室
内温度に基づいて行われる点で異なるが、その他は、実施形態の図４で示した制御と同様
の方法で行われる。また、お知らせモードについても同様であって、お知らせモードにお
いて室内温度に基づいて運転開始を促す報知が開始されてもよい。
【００８０】
　また、上述の実施形態では、強制運転モードにおいて室内温度及び室内湿度に基づいて
強制運転が自動的に開始されるが、強制運転モードにおいて室内湿度に基づいて強制運転
が自動的に開始されてもよい。そして、空気調和機の強制運転モードにおける制御は、実
施形態において室内温度及び室内湿度に基づいて行われるのが、室内湿度に基づいて行わ
れる点で異なるが、その他は、実施形態の図４で示した制御と同様の方法で行われる。ま
た、お知らせモードについても同様であって、お知らせモードにおいて室内湿度に基づい
て運転開始を促す報知が開始されてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００８１】
　本発明を利用すれば、室内温度や室内湿度が高い状態で長時間継続されるのを抑制でき
るので、ユーザが熱中症等になることを防止できる。
【符号の説明】
【００８２】
１　空気調和機
２　室内機
３　室外機
２１　室内温度センサ
２２　室内湿度センサ
２５　人検知センサ
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